
編集・発行●国立市企業誘致推進本部事務局 TEL●042-576-2182 FAX●042-571-1525 MAIL●sec_kigyoyuchi@city.kunitachi.tokyo.jp  

vol.vol.  3131    

KUNITACHI Regional Promotion Times  2015.7.16 発行 

企業誘致促進事業・シティプロモーション・清化園跡地活用事業・ロケ支援 etc    地域総合情報 

企業誘致 

指定企業紹介特集 いま市内には南部地域を中心に９社の指定企業が立地しています。本号では

し い お も て な の 感 動 を 創 造 新 し す る 

 ６月７日に大学

通りを車両通行止

めにして開催され

た、ま ち お こ し イ

ベント【LINKくに

た ち】の リ レ ー マ

ラ ソ ン で、藤 波 タ

オルサービスは冷

たいボディタオル

を ラ ン ナ ー に 提

供。汗だくのランナー達は、心憎

いおもてなしに大喜びでした。 

    

 

 また、藤波マラソン

部から、２チームがリ

レ ー マ ラ ソ ン にエ ン ト

リー。息子を励ましながら

一緒に走ったお父さん部員から

は、「親子一緒に走れたことがとても良い思い出に

なった。また参加したい！」との声が聴かれました。 

 ７月４～５日に開催された

『くにたち朝顔市』では、

朝顔をデザインしたパッ

ケージのおしぼりを提供

し、来訪者のおもてなし

に一役買いました。 

 藤波タオルサービスでは、約３０年前より障がい者

を積極的に受け入れ、2011年には、東京都の民間企

業で初の就労継続支援Ａ型事業所『ともにー』を設立

しました。 

 障がい者は、就業することで働くことの大切さと喜

びを学ぶことができ、障がい者雇用の促進や、障がい

者のスキルアップ・生活の安定に役立っています。 

 また、市内中学・高校のインターンシップ生も受け

入れています。中高生が実際におしぼりの包装作業や

洗浄作業、商品の出荷作業を体験することで、日頃何

気なく利用している１本１本のおしぼりが、沢山の手

間ひまをかけて生産されていることや、会社組織・共

同作業といったことを学ぶ場にもなっています。 

 障がい者やインターンシップの受入れ 

働くことの大切さと喜び 

子どもから大人まで楽しめてタメになる 

指定企業第4号及び第11号の指定を受けた『藤波タオルサービス』の事業内容や地域活動などをレポートします。 

 市民やランナーに大好評 

ＬＩＮＫくにたちでのお・も・て・な・し 

おしぼりって 

どう作って 

いるの？ 

おしぼりを巻いています 紙おしぼり工場もあります 日本に数台しかない洗濯機 
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 おしぼりの製造といっても、なかなか、一般の人に

はイメージしにくい。布や紙のおしぼり製造工程、お

しぼり専用の大型洗濯機、おしぼり巻きの作業などに

興味のある方を対象に藤波タオルサービスでは工場見

学を行っています。 

 同社の工場見学は、昨

年新設した本社工場の設

計を一部変更し、『魅せ

る工場』を目標にしてい

るそうです。 

 総務部長の秋葉氏によれば、「市内の幼稚園・保育

園や学校より見学を受け入れ、おしぼりの洗濯から生

産までの工程を学んでもらい、社会勉強のひとつとし

て役立ててもらおうと考えています。見学の一環とし

て、おしぼりアートにも挑戦していただくプログラム

も用意しています。見学の最後のサプライズなおもて

なしにもご期待下さい。」とのことでした。 

 国立市内で工場見学を実施している会社は少ないの

で、子供たちの夏休み自由研究などにもお勧めです。

おしぼりで、動物やキャラクターを軽々と作成できれ

ば、クラスの人気者間違いなし？！ 

 

 「まと火」とは国立市と30年にわたり交流を行って

きた秋田県合川町（現、北秋田市）で、毎年春彼岸の中

日と８月のお盆に河川敷で「ダンポ」という球状の木

綿に火を灯し、先祖を供養するための伝統行事です。 

 今年は７月１９日（日曜日）に多摩川河川敷でおこ

なわれます。この『国立まとび』の火種として、藤波

タオルサービスでは、いままで廃棄するしかなかった

リント(洗浄工程で出てしまう綿繊維のカタマリ)を提供

し、環境を考慮したリユースに役立て、夏の夜を彩る

恒例行事になるよう応援しています。 
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昭和42年に国立市谷保で創業。｢モノのサービスはなくなる

が、心のサービスは残る｣という現会長（藤波璋光氏）の思いか

ら、おもてなしであるおしぼりの事業を始めることになった。 

平成５年に泉地区に工場（現、国立工場）を移設。平成22年に

本社を移転し、同26年に業務拡張のため本社工場を新たに建築

した。現在２か所の工場で毎日約30万本のおしぼりを生産して

いる。レストランや飲食店だけでなく、ＩＴ企業・美容業界・航

空会社・高級ホテル等、幅広い顧客におしぼりを提供している。 

●社 名 株式会社藤波タオルサービス  代表者：藤波 克之 

●所在地 国立市泉1-12-3(本社) , 泉1-12-7(本社工場) , 泉1-16-4(国立工場) 

●設 立 昭和42（1967）年9月20日 ●社員数 160名(すべて市内事業所勤務) 国立市在住の社員：62名 

東工大・慶大合同ベンチャーとの

共同研究による、抗ウイルス技術

「VB(ブイビー：ウイルスブロック)」による特許を取得

し、開発した抗ウイルス抗菌効果を備えたおしぼり。  

 「VB」は、ウイルスを不活化させ、体内への侵入を防ぎ、

おしぼり上のウイルスを９９．９％抑制する。現在、同社製

造の全レンタルおしぼりに技術を活用し、全国の同業者にも

ＶＢ技術のライセンスを提供している。 

藤波タオルサービス・本社及び工場全景 

くにたちとの関わり いち押し商品 

会 社 概 要 

ウイルス対策おしぼり ウイルス対策おしぼり ＶＢＶＢ
ブイビーブイビー

  

 おしぼりでアートにチャレンジ 

魅 せ る 工 場 見 学 

 こんなところにもおしぼりが・・・ 

国 立 ま と 火 の 火 種 

● 

● 

● 

● 

ひよこ 

●参加人数 ３名～1５名 

●開催日時 月曜日～金曜日 ①10：30～ ②13：30～ 

●申込/問合せ ☎０４２-５７６-９１３１（担当:唐沢) 

工場見学の概要 

からさわ 


